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Sun Ray Connector for Windows OS 
Version 2.0 リリースノート

Sun Ray™ Connector for Windows OS は、Sun がサポートする、Microsoft 認定の端
末サービスクライアントで、Microsoft Remote Desktop Protocol (RDP) バージョン 
5.2 に基づいています。これについては、『Sun Ray Connector for Windows OS イン
ストールおよび管理マニュアル』に記載しています。便宜上、Sun Ray Connector 
for Windows OS を Sun Ray Connector とも呼びます。

新機能
Sun Ray Connector for Windows OS Version 2.0 では、以前のバージョンにあった機
能に加えて次のサポートが追加されています。

1. Solaris 10 Update 3 プラットフォームでの Sun Ray Connector の使用

2. Solaris 10 Update 3 プラットフォームでの Solaris Trusted Extensions の使用

3. Microsoft Windows Vista への接続
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変更された機能

uttsc -D

-D オプションは非推奨となって無視され、エラーとはみなされません。次回のリ
リースでは削除され、エラーとみなされるようになります。ウィンドウ属性は、現
在、デフォルトで無効となっていて、新しい -E オプションで有効にできます。

韓国語キーボード

Sun Ray Connector で韓国語キーボードを使用するには、-k "sun(kr)" オプショ
ンを指定して SRWC を起動してください。次はその例です。

印刷のサポート

PostScript プリンタを除くすべてのプリンタで、プリンタドライバの指定が必要にな
りました。詳細は、『Sun Ray Connector for Windows Operating Systems 2.0 イン
ストールおよび管理マニュアル』の 23 ページの「印刷待ち行列の設定」および 25 
ページの「Sun Ray プリンタを Windows で使用可能にする」を参照してください。

PC/SC-lite のサポート

Sun Ray Server Software は、Sun Ray DTU に接続されたスマートカードおよびス
マートカードリーダーへのアクセスを可能にするために、業界標準の PC/SC-lite 
API をサポートします。

PC/SC-lite 1.0 は Sun Download Center で入手可能です。インストールの手順や詳
細な説明については、『PC/SC-lite 1.0 Release Notes』を参照してください。

% /opt/SUNWuttsc/bin/uttsc -k "sun(kr)"
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パッチ要件
次のパッチ (まだ推奨されたパッチクラスタの一部になっていない場合もある) が 
Solaris の実装に必要です。これらがインストールされていることを確認してくださ
い。

Trusted Extensions のサポート

オーディオデバイスの割り当て

Sun Ray Connector は、コネクタのインスタンスごとに新しいオーディオデバイスを
作成します。

Sun Ray Connector が起動される前に、Trusted Extensions デバイス割り当て GUI を
使用してデフォルトのオーディオデバイスを割り当てていない場合、オーディオは 
Sun Ray Connector セッションから機能しません。

Connector ウィンドウによって隠されている
ロック画面

Trusted JDS を使用している Solaris Trusted Extensions プラットフォームでホットデ
スク処理を行うと、全画面の Windows Connector セッションによってロック画面が
隠される場合があります。

このような状態が発生しないようにするには、
/usr/openwin/server/etc/TrustedExtensionsPolicy ファイルに次の行を
追加してください。

表 1 Sun Ray Connector 2.0 に必須のパッチ

説明 パッチ番号

Solaris SPARC 125279-03, 120094-14

Solaris x86 125280-03, 120095-14

"property _SCREENSAVER_STATUS"
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既知の問題
ここでは、最新の既知のバグとその他の問題を報告します。また、回避方法がある場
合は、合わせて提示します。

既知のバグ

バグ ID 6350936

Windows アプリケーションからオーディオおよびビデオを再生すると、uttsc に
よって CPU が過度に (約 50%) 消費されます。

バグ ID 6361417

特定のシナリオにおいて、シリアルポートを Windows ターミナルサーバーにリダイ
レクトすると、Sun Ray サーバーの CPU が最大で 99% 消費される場合があります。

バグ ID 6408886

uttsc または uttscwrap を、日本語ロケールでコマンド行オプションを指定せずに
実行した場合、MS-IME が有効になりません。

uttsc または uttscwrap に、オプション -l ja:IME を指定して実行してくださ
い。次はその例です。

バグ ID 6472260

Windows 2000 サーバーへのログイン中にコマンド行で -u と -p の両方のオプショ
ンを使用すると、プリンタ構成は格納および復元されません。

バグ ID 6497242

Linux 上の Windows Vista セッションでオーディオファイルが再生される場合、
オーディオは明瞭に再生されません。

% uttscwrap -l ja:IME
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バグ ID 6498445

SRWC は、サイズが 2G バイト以上のリダイレクトされたファイルを表示できませ
ん。

バグ ID 6537578

SRWC で、Sun Ray DTU の Ctrl-Alt-Backspace-Backspace、Ctrl-Moon、
Shift+Props などのキーシーケンスを使用すると、メタキー  (Ctrl または Shift) 
が Windows セッションで押されたままになることがあり、予期していないキーボー
ド動作の原因になります。

この問題を回避するには、Windows セッションでメタキー (Ctrl または Shift) を 
1 回押して離してください。

バグ ID 6544282

SRSS のマルチヘッド機能および Xinerama が有効である場合、全画面モードで 
SRWC セッションを起動すると、二次ヘッドにセッションが表示されません。

バグ ID 6566313

SRWC を全画面以外の画面で -K オプションを使って起動し、SRWC ウィンドウから
その他のウィンドウへの切り替えのために Alt-Tab を使用した場合、SRWC セッ
ションにマウスで移動して戻って Windows デスクトップのアプリケーションまたは
フォルダをダブルクリックしても、アプリケーションまたはフォルダは開かず、プロ
パティーのページが表示されます。

この問題を回避するには、マウスが Windows セッションにあるときに、キーボード
の任意のキーを押して離してください。

バグ ID 6569123

SLES9 で、Sun Ray から Windows への大量データのカット＆ペーストまたはコピー
＆ペーストが失敗します。

また、大量データのカット＆ペーストまたはコピー＆ペーストは、サポートされてい
るすべての Solaris デスクトップおよび Linux デスクトップの SRWC とデスクトップ
アプリケーション間でも失敗することがあります。コピー可能なデータの最大量は 
65435 バイトです。

この問題を回避するには、データをより細かく分けて、カット＆ペーストまたはコ
ピー＆ペーストしてください。
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バグ ID 6573456

Trusted Solaris 環境で、異なるラベルで実行されているアプリケーション間でコピー
またはペースト操作が許可されている場合、管理者は Trusted Solaris の要件に従っ
て特権が正しく設定されていることを確認してください。特権が正しく設定されてい
ない場合、SRWC と gedit などの異なるラベルで実行されているその他のアプリ
ケーション間でコピーまたはペースト操作が試みられると、SRWC アプリケーション
が予期せずクラッシュすることがあります。

この操作を可能にするために必要な特権を確認するには、docs.sun.com にある 
Solaris Trusted Extensions のマニュアルを参照してください。

バグ ID 6576612

xscreensaver を終了させると、SRWC が表示されなくなることがあります。

xscreensaver デーモンが Linux デスクトップまたは Solaris の JDS で異常終了し
ている場合、SRWC を起動しても SRWC ウィンドウが表示されないことがありま
す。

この問題を回避するには、次のように xscreensaver の「選択」ウィンドウから 
xscreensaver デーモンを再起動してください。

1. Solaris の JDS で「起動」->「選択」->「デスクトップ選択」->「表示」->「スク
リーンセーバー」と進みます。

2. 画面をロックし、再びロック解除します。

3. SRWC を再起動します。

バグ ID 6579953

Red Hat Linux で、ホットデスクイベント (つまり、スマートカードの取り外しと再
挿入) のあと、xscreensaver が起動しないことがあり、マウスがハングアップする
ことがあります。

全画面でないモードで uttsc を起動し、同じ DTU でカードを取り外してから再び
挿入すると、マウスポインタが消えて、画面ロックが現れないことがあります。この
問題は Linux にのみ起こり、通常、SRWC ウィンドウがデスクトップの中央にあっ
て、カードを挿入するときにマウスポインタがデスクトップの中央にあるとこの問題
が発生します。

この状態から回復するには、xscreensaver プロセスを終了して再起動してくださ
い。
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その他の問題

Windows ターミナルサーバーのスマートカード認証

Windows ターミナルサーバーにユーザーを認証するためにスマートカードを使用す
るには、次の URL にアクセスして Base Smart Card Cryptographic Service Provider 
パッケージアップデートをインストールしてください。

http://support.microsoft.com/kb/909520/en-us

このアップデートによって、Sun Ray 環境での画面ロック解除動作が改善されます。

PCFS フォーマットのメディアアクセス

Solaris でのファイルコピー (バグ ID 6546531)

サイズの大きなファイルを Windows から PCFS フォーマットのリムーバブルメディ
アにコピーすると、予期した時間より長くかかることがあり、ハングアップしている
ように見えることがありますが、十分な時間が経過すれば処理は完了します。これは 
PCFS の既知の問題です。

Linux でのファイルコピー

Linux の既知の制限により、サイズの大きなファイルを Windows から PCFS フォー
マットのリムーバブルメディアにコピーすることはできません。この状態を回避する
には、UFS、ext3、etc など、PCFS 以外のファイルシステムを使用してください。

バグ ID 6404368

デフォルトでは、Sun Type6 日本語キーボードが認識されません。

解決方法:

「-k "sun(type6jp)"」オプションをつけて、uttsc もしくは uttscwrapper を
起動してください。

例:
% uttsc -k "sun(type6jp)" windows-server.sun.com
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マニュアル
この製品の最新のマニュアルは、docs.sun.com で入手できます。
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